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1階：111教室
AL発表祭会場

2025年度第17回多摩大学AL発表祭配置図(1/4)

1階：101教室
AL発表祭会場

T-Studio2階
AL発表祭会場

2



入試課

事務局 2階
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2025年度第17回多摩大学AL発表祭配置図(2/4)

【1階】101教室
AL発表祭会場
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図書館

T-Commons

教育サポート室

2025年度第17回多摩大学AL発表祭配置図(3/4)

【1階】112教室
帝塚山大学控室

【2階】223教室
インターゼミ

「多摩学班」控室

【2階】221教室
インターゼミ「DX班」控室

【2階】212教室
インターゼミ「アジアダイナミズム班」控室

【2階】211教室
インターゼミ
「サービス・エンタメ班」控室

【1階】111教室
AL発表祭会場
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2025年度第17回多摩大学AL発表祭配置図(4/4)

113
教
室

【1階】113教室
東京経済大学控室

【1階】
121教室：目黒高校「起業体験SG」控室
122教室：目黒高校「プログラミングSG」控室
123教室：目黒高校「アジアダイナミズムSG」控室

【2階】
231教室：聖ヶ丘高校「聖っ子プロジェクト」控室
232・233教室：聖ヶ丘高校「泰安(テアン)女子高

校訪問との国際交流について」控室
234・235教室：聖ヶ丘高校「済州国際平和フォー

ラム視察報告」控室
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

A 杉 小 理 熊 A 帝 帝 帝 A A

B 川 司会 司会 B B B

C C C C

D D D D

E E E E

F F F F

G G G G

H J J H

I J J I

J J J J

K K K K

L L L L

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

：発表者席

：聴衆席

2025年12月13日開催
「2025年度第17回多摩大学AL発表祭」

【101教室】座席表

凡例

理：田村理事長

杉：杉田副学長

小：小林学部長

熊：帝塚山大学 熊谷副学長

川：川手事務局長

帝：帝塚山大学教職員
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1 理事長 司会 司会

2
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4

5
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7
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11

12

1 2 3 4 5 6 7 8 9

：発表者席

：聴衆席

【111教室】座席表 

2025年12月13日開催
「2025年度第17回多摩大学AL発表祭」

凡例

教 壇
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1 理事長
帝塚山大
学副学長

帝塚山大
学

教職員

帝塚山大
学

教職員

帝塚山大
学

教職員
司会 司会

2

3

4

5

6

1 2 3 4 5 6 7 8 9

：発表者席

：聴衆席

2025年12月13日開催
「2025年度第17回多摩大学AL発表祭」

【T-Studio 2F セミナールーム】座席表

凡例

操作卓
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101 教室 

レジュメ 
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2025 年 12 月 13 日 

聖っ子プロジェクト「Project.H ― 自動車開発部」 

多摩大学附属聖ヶ丘高校 

1年 西 春樹 中野 光喜 前田 祐太朗 木暮 太一 

１ 聖っ子プロジェクトとは 

聖っ子プロジェクトは、多摩大学附属聖ヶ丘高等学校の有志団体で、現在 20 名程度のメンバーが所属してい

る。今年度より、高校 3 年生から 1 年生へと引き継がれた。本プロジェクトは 2022 年 4 月に始動し、多摩大学

教授、関連する企業や地域の方々にサポートしていただき、生徒が主体となって企画運営やゲーム制作に取り

組み、主にゲームイベントの開催を通して地域活性化を目指して活動してきた。 

２ 今年度の活動 

今年度 12 月現在までに行った活動は、 

①昨年度末から立教池袋中学校・高等学校数理研究部と交流をしており、歴史あ

る部活動としての活動を見学させていただき、現段階では両校がコラボしたイ

ベント開催を企画している。 

②新たな取り組みとして、３D プリンター・自作 PC を購入し、作品を作成し

た。また学校行事である「A 知探 Q」にて、「聖っ子には買わせない」という

ミニ四駆を３Ｄプリンターで作成し、オリジナルミニ四駆作成体験を本校中学

生にしてもらうという講座を開いた。 

③9 月には本校文化祭にて 4 年連続となる作品展示を行った。高校 1 年生のみな

らず、高校 3 年生の力もお借りして、自クラスの作業もある中で、何とか先輩

方から受け継いできた作品、新たな取り組みの展示などを行うことができた。 

 

３ Project.H とは 

Project.H は、聖っ子プロジェクトメンバーの一部が立ち上げたプロジェクトで、

少年の浪漫、電気自動車の開発 を行うことを目的として結成された。とはいえ道のり

は厳しく、そもそも聖っ子プロジェクトは有志団体であり、予算もなく、物品等の購入に非常に苦労してい

る。そのため助成金を活用し、実行することはできないかと考えた。今回 村田学術振興・教育財団「STEAM

教育助成 A 助成（ものづくり支援）」へ応募することを検討している。Project.H はその支援を活用して 「お

もしろい」を追求したものづくりを遂行している。 

 

４ 現在までの活動 

 Project.H は 10 月上旬に結成され、以下の活動を進めてきた。 

● 組織の立ち上げと役割分担の決定 

● 車両設計の基礎知識を学ぶため、大学教授を訪問し専門的な助言

を受ける 

● 学んだ内容を基に、初期車両設計案を作成 

● カーグラフィック元編集長に設計案を見てもらい、専門的な意見を得る 

● 「女性の意見をもっと取り入れるべき」との指摘を踏まえ、同学年の高校 1 年生女子全員を対象にアン

ケートを実施→今後他学年にも 
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５ 現段階で決まっている車の詳細 

開発中の車のコンセプトは、「好きな人を隣に乗せれば、心をつかめること間違いなしの車」である。 

● 構造：鉄パイプをキークランプで固定し、骨組みを組む。外装は木材を貼り付けて制作する。 

● 電源：災害時にも使用される大容量ポータブルバッテリーを搭載し、取り外し・持ち運び可能な多機能

設計とする。 

● 車内装備：2 人乗りを想定し、カーナビはテスラのような大型タッチパネルを採用し、スマホのミラー

リングに対応させる。 

● デザイン：コンセプトに基づき、同学年の高校 1 年生女子を対象にアンケート実施し、その結果を反映

してデザインを決定する。   

                           

６ 組織図 

   
  ※参考：Project.H は出ている案の技術について調べる Technology、その案に独自性を加える

Originality、自分たちにできるかどうか判断する Feasibiling の３つのチームに分かれている。 

 

７ 今後の活動・課題  

今後の活動および課題は以下の通りである。 

 

● アンケート結果をもとにした車両デザインの最終決定 

● 設計図面の詳細化（車体寸法、骨組み強度、重量、安全性

の検討） 

● 必要部品・材料の選定と見積もりの作成 

● 制作スケジュール作成 

● 助成金申請書類の作成と改善 

● 試作フレームの小型モデル制作（寸法確認・強度確認）   

● 専門家へのフィードバック依頼（自動車工学、デザイン、安全性など） 

また、課題としては、 

● 設計の精度向上 

● 限られた制作期間の中での作業効率化 

● 安全面の裏付けをどう取るか 

● 設計と予算のバランス調整 

などが挙げられる。今後実現に向けて具体性を高めていきたい。 

A-2
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きたまち黎明計画
～きたまちシカ勝たん～

帝塚山大学
現代生活学部居住空間デザイン学科
きたまちコモンズプロジェクトチーム

プロジェクトスタート！

寝落ちに最適の物件でした 自然豊かな町を散策

魅力があふれてる！　 カレーおいしかったです

指名手配書？の製作開始！ 運ぶのが一番大変でした

プロジェクトの歴史

きたまちコモンズプロジェクト

北町マップ

ｈｆｋｈかああｊｈがｇｊｒっれ
ｊぎれおいｌれｊれおいれｊｒｙ
ｈごいじぇぇじｇｈぺｔじｇｊｌ
ｒｓｊｌｇｌじｔｊｔｊｔｔｌｊ

北町マップ

ｈｆｋｈかああｊｈがｇｊｒっれ
ｊぎれおいｌれｊれおいれｊｒｙ
ｈごいじぇぇじｇｈぺｔじｇｊｌ
ｒｓｊｌｇｌじｔｊｔｊｔｔｌｊ

プロジェクト演習　１班 北町の魅力を伝えたい！！
人相書とは、本来江戸時代に犯罪者
の指名手配書として利用されていた

北町のマップをＱＲコード化したものを駅前に設置し
多くの人に北町の魅力を伝えるようにする。

A-3
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運ぶのが一番大変でした この猫は史上最高傑作です 

お店の方は優しい方ばかりでした 人脈命！

楽しいマルシェ ～出店準備～

実は今日も開催しているんです プロジェクトの軌跡

きたまちで
スタンプラリー・マルシェ
スタンプラリー 目的：きたまちにあるお店を知ってもらい、実際に歩いて

きたまちの雰囲気を楽しむ
� きたまちマップ＋スタンプラリーのリーフレット。 折りクロス二つ折り加工を施
すことで、小さい状態で持ち運びが楽な状態にする。

� スタンプはお店独自にあったデザインを考える。お店の方にお店の方に協力して
もらい、お店の外にスタンプ台を置く。また、リーフレットには、創業当時の写
真などを貼り、今までにないものを作る。

� スタンプを集めるとマルシェで提供している食事を安く買えるクーポンがもらえ
る。

マルシェ 開催場所：転害門前広場 聖武天皇佐保山南陵拝所
� ターゲット層：大学生
� 内容：きたまちの自然の豊かさを活かして、ジブリ映画を観ながらご飯を食べる
ことができるマルシェ

� 中央で屋外映画その周りを飲食店のテント映画で出てくる食べ物を作っていただ
く

～きたまちをより魅力ある街にするために～

近鉄奈良

104
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観光情報 × 文化理解 × 利便性で創る新しい地方体験アプリ『Wanderlust』 

多摩大学目黒高等学校 起業体験 SG 

２年５組 中根 久美子 

 

1. ビジネスプランの概要 

訪日外国人向けに地方や穴場の観光地を紹介するアプリである。既存アプリは有名観光地に偏りがちだが、

本サービスでは「観光情報 × 日本文化理解 × 利便性（Wi-Fi・クーポン）」を一体化して提供する。旅行者に

は快適で深い体験を、地域や店舗には新たな集客・PR手段をもたらし、地域観光の活性化に貢献する。収入

源は広告と店舗紹介手数料を想定し、観光協会と連携し全国展開を目指す。 

 

機能一覧 

・地図機能 道案内ではなく、Wi-Fiや公衆トイレ・喫煙所などを書いたもの 

・QRクーポン 訪日外国人のみ対象、対応している店舗で商品を買うことでクーポンを使用できる 

・ユーザーの投稿機能 訪日外国人と日本人でレビューを分け、閲覧しやすい仕様にする        など 

2. プランのきっかけ・目的 

日本各地を訪れる中で、観光地のゴミ問題や外国人旅行者によるマナー違反が目についた。これは、日本の

ルールや文化が十分に伝わっていないことが一因だと考えた。日本には、独自の生活マナーや美しい環境を大

切にする文化がある。それらを正しく理解してもらうことで、旅行者自身もより快適に過ごせるはずである。そこ

で、観光情報とともに多言語で日本のルールやマナーを学べるアプリを提供し、観光地の環境保全と地域の集

客支援を同時に実現したいと考えた。 

3. 商品・サービス 

商品・サービスの内容 

本アプリは、訪日外国人と日本人が文化を理解しながら観光を楽しめるよう設計した観光支援サービスであ

る。観光協会や地元店舗と連携し、地方の魅力を発信することで地域の集客を支援し、旅行者には多様な体験

を提供する。観光情報に加え、Wi-Fi 案内やクーポン、日本のマナーを学べる機能を一体化し、安心で快適な

旅を実現する。特に、マナーをクイズ形式で学ぶとクーポンが獲得できる仕組みにより、楽しみながら文化理

解を促進する。収入源はアプリ広告と提携店舗からの手数料収入を想定している。 

既存のビジネスとの差異 

既存の訪日外国人向けアプリが有名スポットの紹介に偏りがちな中、地方志向の旅行者や、リピーターとして

「もっと深い日本」を求める層に向け、１つのアプリで「観光情報・利便性・文化理解」を完結できるサービスとし

て差別化を図る。 

アプリ機能 将来的機能 

①地図表示   Mapboxでスポット・店舗・Wi-Fiを表示 

②ユーザー投稿  写真＋コメント＋位置情報＋カテゴリ 

③クーポン   QRコード割引・ポイント付与 

④観光スポット検索  カテゴリ・キーワード検索 

⑤お気に入り登録  スポットや店舗を保存 

⑥フリーWi-Fi表示  公共施設やカフェなどのWi-Fiスポットを表示 

⑦ユーザーからの意見反映 アプリ改善や新機能追加に反映 

⑧ルール・マナー周知  運営が日本独自のマナー記事を配信、スポット連動 

①多言語対応 

②オフライン地図 

③分析レポート 
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4. 顧客 

想定している顧客 

訪日外国人および観光協会や地域団体。 

具体的な販売方法・広告方法 

ユーザー（訪日外国人）向けには、アプリを無料提供し、空港や観光案内所、店舗でのQRコード配布やSNS

広告を通じて利用者を獲得する。観光協会向けには直接営業を行い、地域単位での導入を推進する。店舗向

けには、協会未導入エリアで個別営業を展開し、インバウンド需要の高い店舗から順次拡大していく。さらに旅

行代理店やインバウンドメディアと連携し、BtoBtoCの形で販路を広げる。 

5. 必要な経営資源等 

ヒト 企画・開発・営業・運営・分析   モノ PC・クラウド・オフィス・広告素材 

カネ 開発費・人件費・広告・予備資金  情報 観光地情報・ユーザーデータ・市場情報 

ネットワーク 観光協会・店舗・開発パートナー・PR媒体 

6. 実現に向けた課題と対策 

課題 対策 

技術面 マップ表示、多言語、オフライン対応、データ管理 

事業面 観光協会・店舗営業、ユーザ獲得、収益化の時期 

運営面 人材確保、業務効率、データ分析、問い合わせ対応 

法務面 個人情報の扱い、投稿内容の権利、クーポン規制 

市場面 観光客変動、競合、地方情報の整備状況 

⚫ PoC段階で技術・営業・運営のリスクを小さくする 

⚫ 段階的に機能追加・エリア拡大でリスクを分散 

⚫ 自動化・クラウド活用・契約ベースの外注でコストと

人材不可を抑制 

⚫ 法務・規制・競合対策を事前に整備してスムーズな

全国展開 

7. 年間収支計画 

 １年後 10年後 

売上高 73万円 3796万円 

売上原価（仕入高） 0万円 0万円 

経
費 

人件費 480万円 2000万円 

家賃 60万円 300万円 

広告宣伝費 36万円 500万円 

その他 324万円 170万円 

合計 893万円 2970万円 

利益 -825万円 826万円 

8. 調査・ヒアリング結果 

外国人へのヒアリングから、住居契約や口座開設など移住手続きが複雑で「無限ループ」になりやすい課題

が分かった。将来的に行政と連携し、手続き支援機能を追加したい。 

競合アプリの調査では、人気観光地がおすすめに表示されやすい為、観光客が集中して混雑が起こることが

分かった。 

9. プラン作成の感想 

このプランづくりを通して、新しいビジネスを実現することの難しさと面白さを知った。観光客・店舗・観光協会の

三者にメリットを用意できた点は良かったが、他社との差別化や黒字化の仕組みを考えることは特に難しか

った。費用と利用しやすさのバランスを考える中で、起業には現実的な視点と工夫が必要だと学ぶことができた。 
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潤多摩──外国⼈は多摩地域に来たる︖︖ 

2025 年度 社会工学研究会（インターゼミ）多摩学班 

 

 日本社会では少子高齢化と労働力不足が同時進行し、とりわけ都市郊外に位置する多摩地域は人口停

滞と若年層流出という二重の課題を抱えている。地域社会が将来にわたり活力を維持するためには、外

部からの新しい人口流入、とりわけ外国人住民の定着をどのように実現するかが避けて通れない論点と

なる。本年度の多摩学班では、学内アンケートや留学生調査に加えて、現地観察のほか、研究者や行政

書士そして企業関係者へのインタビューなど多角的手法を用い、多摩地域における異文化共生の可能性

と課題を総合的に検討した。 

 まず、学部生アンケートでは留学生への評価は平均 4.33 と概して良好で、日常的な交流の多いキャン

パスほど評価が高まる傾向が明瞭であった。一方、留学生 125 名を対象とした調査では、半数が「卒業

後も日本に残りたい」と回答するなど一定の定着意欲が確認されたものの、多摩地域を具体的な居住地

として考えているのは約 37.5％に留まった。残りの半数は「どこに住むか未定」であり、潜在的な候補

地としての余地は大きいものの、地域側から魅力を積極的に提示する働きかけが不足していることが浮

き彫りとなった。 

 次に、日本社会に定着した若手中国人材へのインタビューでは、来日動機に文化・言語への親和性が

大きく作用しており、日本の教育制度や、その「ポテンシャル評価」が強い信頼感を与えていることが

明らかとなった。居住地選択に関しては、利便性や資産価値を重視する合理性タイプと、自然環境や QOL

を重視するライフスタイルタイプの二つの傾向がみられたが、多摩地域はいずれのニーズにも応えうる

潜在的強みを備えている点が示唆的である。 

 行政書士・児玉良介氏への聞き取りでは、在留資格審査において専門性不足が壁となる一方で、受入

手続きそのもののキャパシティは拡大傾向にあり、制度的なボトルネックよりも生活面での摩擦や地域

適応支援の不足が大きな課題であるとの指摘があった。また、舛友雄大氏や実際の高度外国人材からは、

言語教育の充実、価値観の近い世代間交流、SNSによる魅力発信、教育機関の整備といった具体的提案が

示され、多摩地域がアッパーミドル層外国人にとって現実的な選択肢になり得る可能性が強調された。

企業調査においても、子どもの教育環境、通勤時間、自然環境といった要素が外国人材の居住判断に大

きな影響を与えることが明らかとなり、こうした点において多摩地域は比較優位を持つと考えられる。 

 さらに、江戸川区西葛西のインド・ディワリフェスタにおける調査では、「自然環境」「母国食材の

入手」「文化的な居心地の良さ」が多文化共生を成功させる重要要因であることが確認された。東京都

の統計によれば、多摩市の外国人比率は約 2.5％と 23 区平均の半分以下であり、今後の伸びしろは依然

として大きい。 

 以上を踏まえれば、多摩地域が「選ばれる地域」となるためには、①言語負担を軽減するスポーツ・

音楽・食文化イベントなど交流機会の質的向上、②教育・自然・利便性といった生活価値の明確な提示、

③地域住民と外国人双方が主体となる双方向的関係構築が不可欠である。そして、これらを牽引し得る

存在として、多摩大学が果たす役割はきわめて大きいと結論づけられよう。 
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1

東京経済大学 経営学部

小 木 ゼ ミ

２０２5年度 多摩大学アクティブラーニング発表祭

東経大・小木ゼミによる企業とのコラボ活動
国分寺物語／TFTランチ／お菓子プロジェクト/RE:CAP など このプレゼンを通して

批判的精神

「子どもの学力低下改善」
「地球温暖化抑制」
「地域公共交通機関活性化」
「介護人材不足の解消に向けた一考察」
「物流危機抑制に向けた一考察」
「水産業衰退の抑制に向けた一考察」
「食料自給率向上に向けた一考察」
「企業における情報漏洩抑制に向けた一考察」
「ファッション業界の持続性を見据えた新ビジネスの提案」 など

ゼミ生数：34名
男： 6名
女：28名

①個人研究

②就職支援活動

③企業コラボ

④各種イベント活動

圧倒的な
就職力

【これまでの主な就職先】（当然、毎年、就職率ほぼ100％！）
日本銀行(2人)、みずほ銀行(8人) 、キーエンス、楽天、ヤフー、アスクル、三菱食品、
リクルート、パーソルテンプスタッフ(2人)、マルハニチロ、アサヒビール、スズケン、
日経広告社、トレンドマイクロ、NTTデータCCS、NEC、井田コーポ(CANMAKE)、
セコム(4人) 、久光製薬(2人)、良品計画、ノジマ(2人)、西川産業、成城石井、東急建
設、大成建設(2人)、大東建託(2人)、一条工務店(2人)、大塚商会(7人)、タカラスタン
ダード(2人)、ゆうちょ銀行、地銀、信金（西武信金、たましん、青梅信金等）、
オカムラ、ミキモト、オリコ(2人)、ランドスケープ、ユニアデックス、WIZ、スコー
プ、ビジョナル（ビズリーチ）、日本赤十字、各市役所、学校教諭、自衛官幹部、東
経大職員、大学院進学(3人)⇒一橋大学准教授、愛知学院大学准教授、 他多数

小木ゼミの活動概要

新ビジネス提案：NAGAOKAなどとのコラボ
●こんな商品あったらいいなPJ

国際貢献：Table For Twoとのコラボ
●東経大生協でのTFT健康ランチ企画・販売

地域活性化：Nipponia Nipponとのコラボ
●「国分寺物語」の企画・運営・制作
●葵祭でこくベジ販売（今年度:スープカレー）

ボトルキャップの
アップサイクル

アンビーと
お菓子開発

地域アイディアコンテスト：西武信用金庫が主催
●企業の商材を活かした新しいビジネスの提案

企業コラボ：国分寺物語

●国分寺や東経大・小木ゼミの魅力を広めていく。
●国分寺ゆかりの方々に取材をすることで、

目に見える魅力に以外に
様々な「物語」を掘り出し、地域活性化を狙います。

Webサイト「国分寺物語」で情報発信！

●国分寺の魅力を写真とともに掲載
●Instagramを中心に投稿

「国分寺物語」で検索！

小木ゼミ×Nipponia Nippon

学園祭こくベジ商品販売

こくベジ普及活動
●国分寺市の農業と畜産物の素晴らしさをPR
●国分寺の地場野菜を広めることで

地域活性化を目指す

清水農園見学＆「こくベジ御膳」

「こくベジ」で検索！

小木ゼミ×Nipponia Nippon

・もぐもぐ探検隊
・ぶんぶんウォーク2025
・ローカルテーブル
・こくぶんじ写真コンクールの審査
・清水農園さん見学＆「こくベジ御膳」の投稿
・学祭でこくベジを使った商品を販売
・地域の交流イベントの参加 など

小木ゼミの取り組み

1 2

3 4

5 6
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2

小木ゼミ×Table For Two×生協

「発展途上国の飢餓」と「先進国の肥満の解消」を同時に行う運動

生協で購入してもらうと一食につき20円が
Table For Two を通じて発展途上国に寄付

企業コラボ：TFTランチ企画・販売

2025年後期

小木ゼミ×Table For Two×生協

【2025年度 前期の販売実績】

詳しい活動内容は
小木ゼミTFTの

インスタグラムアカウントで！

寄付金額出食数販売価格販売期間メニュー名

10,720円536食560円
6月23日～
6月27日

タイに行ったみタイ！

ガパオライス

13,820円691食560円
6月30日～
7月4日

金の
カルビギュウ丼

合計1,227食を販売し、24,540円寄付しました。

小木ゼミ×ＮＡＧＡＯＫＡ

学生ならではの自由な発想で
新ブランドを提案

企業コラボ：「新商品・キャラクター提案PJ」

アイディア例

・モバイルバッテリーの充電器×
インテリア

・デジカメをもっと身近に
感じられるレンタルサービス

・自分でカスタマイズできる
ヘッドフォン

企業コラボ：お菓子新商品開発

小木ゼミ×JR西国分寺駅×AnnBee コラボ

2日間で約60万円
の売上を達成！

企業コラボ：西武信金主催
「知財活用スチューデントアワード」

大手企業が持つ開放特許を活用して学生による斬新な
商品アイデアを提案するコンテスト

地域企業が持つ既存商材を活用して学生による斬新な
ビジネスアイデアを提案するコンテスト

今年度も決勝戦に
出場し、優勝を目指します。

昨年度は小木ゼミから1チームが
「トングカバー」という商材を活用し

本選考に出場しました！

各種イベント：RE:CAP
株式会社REMAREとコラボし、

国分寺や大学内で集めたボトルキャップをコースターに
アップサイクルするプロジェクト

大学内のごみ箱横にキャップ
回収ボックスを取り付け

キャップを回収&洗浄

コースター完成！
今年度の葵祭で販売します！

7 8

9 10

11 12
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https://www.newamour.
com/menu01

5

https://www.tamajiman.
co.jp/product/sake.php 6
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泰安(テアン)女子高校訪問報告  
-韓国の高校と文化の体験- 

 
盛満 侑介  (多摩大学附属聖ヶ丘中学高等学校  教諭) 

井上 美麗, 中泉 彩音(多摩大学附属聖ヶ丘中学高等学校  高校 2 年 ) 

                                           
 

1.はじめに  
 

 昨年度の済州国際平和フォーラムへ参加

した生徒が現地での泰安女子高校との交流

を通して受けた刺激から、韓国への興味を

持ち、帰国後に、泰安女子高校への 1 年間

留学を強く希望したことが今回の学校訪問

のきっかけとなった。この度は日本の高校

生が、韓国で学ぶための査証を取得する制

度がなかったため、 1 年間の長期留学の実

現はできなかった。しかしながら、韓国で

の学びを経験したいという本人の希望が叶

い、短期間ではあるが、泰安女子高校を訪

問することができ、現地校での授業体験及

び、文化体験につながった。この度は表題

の件について、報告させていただく。また

今回の泰安女子高校への訪問に際しては、

田村理事長をはじめとして、多摩大学教授

趙先生と、今回訪問させて頂いた泰安女子

高校理事長のパク・キョンスク先生と、校

長のキム・サンヨプ先生に日程を含めた調

整に尽力していただき、生徒の訪問機会を

頂けたことに改めて感謝申し上げるととも

に、訪問校が女子高校であり女子寮での生

活体験という点で、多摩大学目黒中学校・

高等学校の江野畑ひとみ教諭に引率をして

いただき本校生徒に貴重な経験を支えてい

ただけたことも合わせて感謝申し上げる。  

 今回の訪問行程は令和 7 年 4 月 23 日か

ら 4 月 29 日の 6 泊 7 日である。初日は、韓

国の仁川空港到着後に訪問先の泰安女子高

校に迎えに来ていただき、学校へ歓迎を受

けた。 2 日目と 3 日目は高校見学と、授業

体験を実施した。事前に泰安女子高校から

体験授業内容の案内を受け、希望する授業

を選択した。 4 日目はテアン女子高校の開

校 50 周年セレモニーに参加した。5 日目は

泰安周辺の散策し 6 日目に泰安女子高校か

らソウル市内に移動の後、翌日はソウル市

内の散策等自由行動時間となり、13：30 分

に仁川空港から日本に向けて出発し、同日

夕刻に帰国した。以上の行程での学びにつ

いては、参加した生徒の感想と合わせて報

告する。  
 

2. 泰安女子高校での学びの報告  
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2.1 今回の経験についての感想  
 

 昨年の済州島での国際平和フォーラムに

参加し、そこで交流のあった泰安女子高校

と、さらなる交流の機会を得ることができ

たことに嬉しく思う。また、韓国の伝統衣

装を実際に着ることができ、また日本のよ

うに、その衣装の色にもそれぞれ意味があ

ることを知った。また、観光では味わえな

い、韓国の一般的な食事を経験する機会は、

貴重で思い出深いものになった。また泰安

女子高校の開校５０周年のセレモニーに参

加をし、理事長先生の歌や、歓迎を受けた

ことはとてもいい経験になった。  

 韓国の現地高校へ１年間の留学をしたい

という思いがあり留学を望み、現地で高校

生の留学制度が整っていないこともあり、

叶わなかったのは残念であったが、日韓の

交流を深め、留学の制度が整うことを望む。 
 

3.発表内容のまとめ  
 

 韓国の学校で教育を体験し、また姉妹校

締結をした泰安女子高校での歓迎をうけ、

学校交流を通して、たくさんの文化交流が

できた。現地の高校生徒の交流を通して、

人のつながりの大切さを学び、またたくさ

んの韓国の文化体験を経験するとともに、

泰安の自然の魅力を体験し、韓国をより身

近に考えるきっかけとなった。  
 

4.さいごに  
 

 今回の視察は、現地で見聞きしたことで

終わってしまうのではなく、帰国後にも

様々な形で交流が続いている。泰安女子高

校をはじめ、若者の交流はＳＮＳを通じて

続いていき、韓国への留学を考える生徒が

出てきたこと。また国際フォーラムにて交

流した済州外国語高等学校の日本語専攻の

生徒が、聖ヶ丘高校を訪問してくださり、

生徒同士の交流につながったことなど。そ

のつながりを今後も大切にしていくことで、

他者を知る機会を持ち続けて、国際平和を

考え、互いに協力する世界を期待してまと

めとする。  
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アジアにおける商機と展望──日本と中国そしてマレーシア 

水盛ゼミナール 2025 年度 中国班・マレーシア班 

 

 かつて日本は“Japan as Number One”と呼ばれ、世界経済の先端に立った。しかしバブル崩壊とその

後の長期停滞――いわゆる「失われた 30 年」――を経て、国家としての競争優位は大きく揺らいでいる。

米国は IT 革命を機に再成長し、中国は巨大人口と政策主導型の産業育成で急速に台頭した。韓国や東南

アジア諸国も国家戦略によって存在感を増している。こうした国際環境の激変のなか、日本企業は自ら

の強みを再点検し、グローバル社会から積極的に学ぶ姿勢が求められる。とりわけデジタル領域とアジ

ア市場は、既存の成功体験では対応し得ない“新たな競争軸”になりつつある。そこで 2025 年度ゼミで

は中国および東南アジアに着目し調査をおこなった。 

 TikTok（抖音）は ByteDance（字節跳動）が創出した動画中心の SNS で、“発見型”消費を世界に定着さ

せた。日本では家電・美容・アパレルが TikTok Shop 売上の約 80％を占め、1000～3000 円を中心に Z 世

代が衝動的に購入する。他方、中国の抖音は EC 全体の約 4 割を占めるライブコマース市場（流通取引総

額 3.5 兆元）を形成し、政策支援・巨大市場・AI 技術を統合した“超集積的デジタル経済圏”へ進化して

いる。インフルエンサーの即時的訴求による購買誘発は、日本とは比較にならぬ規模と速度で拡大して

いる。 

 一方、Amazon は“検索型”消費の巨人で、保管・配送を一体化する FBA を武器に世界市場を掌握する。

日本企業には、TikTok では動画による興味喚起、Amazon では品質・信頼性の訴求という二面戦略の明確

化が必要である。中国 EC の特徴は政策・産業・物流・AI が統合された高速成長モデルにあり、日本の漸

進的成長モデルとは根本的に異なる。差異はプラットフォーム構造ではなく、国家がデジタル経済をど

う位置づけるかに起因する点が重要である。 

 マレーシアは農業・資源・加工技術を基盤とする輸出型経済で、多様な産業ポートフォリオを保持す

る。ペットフード市場は 2030 年に 4.7 億ドルが見込まれ、低コストや“ペット＝家族”観の浸透が成長を

支える。観光分野では動物園が資源となり、野生動物保護も並行する。ゴム産業は医療用手袋で世界シ

ェア 7 割を占め、高品質加工技術と港湾インフラが競争力を持つ。パーム油は世界第 2 位の生産国で、

食品・日用品・バイオ燃料に需要が広がる。石油・ガス産業はペトロナスを中心に東南アジア第 2 位の

規模を誇り、LNG 輸出の主要相手は日本・中国・韓国である。果実産業ではドリアン輸出が 4 年で 2.5倍

に増え、中国向けが約 78％を占める。タイとの競争や鮮度維持コストは課題だが、ムサンキングのブラ

ンド力は依然強い。総じてマレーシアは「資源 × 技術 × ASEAN 自由貿易」を武器に外需主導成長を続

ける。 

 日本、中国、マレーシアの比較から明らかなのは、各国が自国の特性を最大化する戦略を採用してい

る点である。中国は統合型デジタル経済で世界を牽引し、マレーシアは資源と加工技術、ASEAN物流で競

争力を維持する。アジアは日本にとって競争相手であると同時に、成長を共創し得る協働相手でもある。

変容する世界市場で存在感を取り戻すためには、アジアの成功モデルから学び、自国の強みを再構築す

る戦略的姿勢が欠かせない。 
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「パックス・モンゴリカ」時代の文化交流史 ～文化交渉学の視点から～ 

2025年度 インターゼミ（社会工学研究会）アジアダイナミズム班 

 

１. アジアダイナミズム班のこれまでの研究 

モンゴル帝国は、1206年のチンギス・ハン即位から 1368 年の明朝成立まで、ユーラ

シア大陸を支配した。最盛期の領土は約 3,300万㎢、地球上の陸地の約 17％を占め、人

類史上、大英帝国に次ぐ 2番目の大きさであり、人口は約 1億人に及んだ。 

アジアダイナミズム班は、過去8年にわたり、このモンゴル帝国から現代社会への示唆、

教訓を得るべく、研究を続けており、2017年度～2021年度の研究は、『モンゴル帝国と

ユーラシア史 社会人・大学院生・学生の目線からのグローバルヒストリー』（多摩大

学出版会、2023年）として出版された。 

２. 研究テーマ・目的・方法 

これまでの研究成果を継承し、本年は、モンゴル帝国が広域支配を実現したことによ

って、帝国域内の異文化圏同士の文化交流の実態にスポットを当てた。これは、「平和」

と「自由貿易」が文化を発展させる、という視点に基づくものである。テーマは、古代

ローマ帝国がもたらした安定した時代を「パックス・ロマーナ（ラテン語で「ローマの

平和」）と呼ぶのになぞらえた用語、「パックス・モンゴリカ（モンゴルの平和）」がもた

らした文化交流、とした。研究アプローチには、「文化は常に他者との交渉を通じて形

づくられる」という考え方に基づいて、文化の生成、伝播、変容を研究する「文化交渉

学」の方法論を援用した。 

３. 研究結果 

 ゼミ生がそれぞれの興味、関心に基づいた下記テーマを深掘りし、議論し合うことと

よって、「パックス・モンゴリカ」の実態を深掘りした。 

 「パックス・モンゴリカの成立に影響を与えたモンゴル民族の精神文化」「中国の教

科書から見る歴史観」「パックス・モンゴリカにおけるモンゴル帝国の広域統治と多民

族支配の仕組みから、現代の組織文化の在り方を学ぶ」「モンゴル帝国の血統主義と女

性の果たした役割及び現代への継承」「チンギス・ハンのリーダーシップに学ぶ「感情

の転換」」「モンゴル帝国と中国の伝統音楽の歴史と感性」「モンゴル帝国の繁栄を支え

た食文化」「モンゴル相撲ブフの広がり」「モンゴル帝国における多言語政策と印刷文化

の展開」「モンゴル帝国時代と茶：文化的緩衝材としての茶の発展」「モンゴル帝国の自

由貿易期における琉球の発展」 

４. フィールドワーク 

① 天理大学付属天理参考館（奈良県）にて近年発見された、「チンギス・ハン末裔の

家系図」（世界最大級）を見学、学芸員から解説を受ける。 

② モンゴルの伝統的な夏の祭典「ナーダム」を見学。遊牧騎馬民族としてのアイデン

ティティ、モンゴル国の現状と生活文化を視察。 
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AL 祭 済州国際平和フォーラム報告 

令和 7 年 12 月 13 日(土) 

多摩大学附属聖ヶ丘高等学校 

高校 1,2 年生徒 

 

 

1. はじめに 

今年の 5 月 27 日(火)から 5 月 31 日(土)にて高校 1 年生 3 名、高校 2 年 7 名で済州

国際平和フォーラムに参加してまいりました。当日は緊張の中羽田空港に集合し、本校

10 名と多摩大学附属目黒高等学校の生徒、多摩大学の皆さんと出発しました。途中、

ソウルにある金浦空港を経由し、済州国際空港へ到着しました。そこから 5 日間、フォ

ーラムへの参加をはじめ、日本の生活では味わうことのできない経験を多くさせても

らいました。 

今回は①韓国の(食)文化、②現地での交流 ➂国際平和フォーラム ➃学んだことと

前後での変化 という 4 つのチャプターに分けて紹介させていただきます。 

 

2. 韓国の(食)文化 

 日本人も多くの人が韓国文化に興味を持っています。音楽や美容、そして食文化は代

表的なものとして挙げられます。私たちは 5 日間のフォーラム参加の合間にさまざま

な韓国文化に触れることができました。特に生活の中で切り離すことのできない「食」

に関しては 5 日間の中であらゆる韓国の伝統的な食べ物を味わうことができました。

日本にいる間は韓国の料理は辛い物が多く、食べることができるのかという心配を抱

えていました。しかし、実際に足を運んでみてわかったことは決して辛い物だけでない

ことはもちろん、日本でなじみのある食べ物と似ているものもあったと感じています。

これは近隣国ということや、歴史的にも中国からの影響を受けている(文字など)ことな

どもあり似ている部分もあるのではないかと考え、非常に親近感が沸くできごとの一

つでした。 

 これからも日本の食文化を大切にすることはもちろん、韓国の文化についても触れ

る機会を増やし、今回の体験を風化しないようにしたいと思います。 

 

3. 交流 

 私たちは 5 日間の中で多くの韓国の学生との交流の場を持ちました。韓国の学生と

かかわることが初めてだったことはもちろん、歴史的・政治的な背景から学生たちがど

のような感情を我々に抱いているのかという点で、始まる前は不安な気持ちでいっぱ

いでした。しかし、交流会をしている中で不安な気持ちは一切なくなり、むしろ交流で

C-1

42



きたことが貴重な経験だったと考えるようになりました。特に、韓国の学生は日本に対

する興味が非常に深く(日本語学科の学生とかかわったこともあるが)、日本語でやり取

りがスムーズにできることにとても驚きました。流暢に日本語を話す学生たちに、なぜ

日本語が上手に操ることができるのかを質問してみたところ、興味があったため日本

語学習への行動へと移ったという回答がほとんどでした。 

 英語の勉強など、さまざまな勉強に苦慮している毎日ですが、強い意志を持って学習

に励むことが非常に重要なのだということを痛感しました。 

 

4. 済州国際フォーラムでの学び 

 今回のメインイベントである国際フォーラムですが、参加するまではどんなことが

行われるのかなど、想像もつきませんでした。しかし、いざ参加してみるとテーマの難

しさや、繰り広げられている話の内容など、私たちが生活する中では決して考えること

のない規模の大きい題材ばかりでした。「持続医可能な」企業や、世界の繁栄と平和な

ど、授業の中で習うものの、現実離れしていると思ってました。しかし、そんな内容の

議論が目の前で、真剣に繰り広げられる環境に身を置いたことは貴重であったと言わ

ざるを得ません。また、国際情勢の中で日本がリードし、活躍していくためには我々若

い世代にできることはないかと考えるきっかけにもなりました。 

 日頃の生活では絶対に経験することのない、ここで得たものを今後の生活の中で活

かし、情報に対して敏感になり、関心を持とうと思いました。 

 

5. 学んだこと・前後での変化 

 5 日間の済州島で過ごした時間の中で、たくさんの学びがありました。挙げればきり

がないのですが、3 つにまとめたいと思います。1 つは韓国という国に対するイメージ

です。国際情勢の観点や文化の違いなど、さまざまな違いを体感することができました。

2 つ目は国際社会への認識です。学校生活を送っていると「世界がどうなっているのか」

に目を向けることがなかなかできなかったです。今回のフォーラムへの参加をきっか

けに「国際社会」への視点を持つべきだと考えました。3 つ目は精神面での変化です。

これまで、興味はあるけども失敗を恐れたり、周囲の目を気にしたり、一歩踏み出せず

にいることが多かったものの、何かを変えなければとずっと感じていました。今回、済

州島にてさまざまな人の意見を聞き、あらゆる問題を解決するために主張する姿に感

化され、実行に移すことの大切さを学びました。 

 

6. さいごに 

 普段は決して経験できないことを実感したのみならず、今後に活かしたいと思える

考え方に多く出会うことができました。この機会を我々に設けてくださった大学関連

の方や、交流会などで受け入れてくださった大学生の皆さんに心より感謝いたします。 
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多角的に捉えた地域活性化～沖縄の過去・現在・未来 

   インターゼミ・サービスエンターテイメント班 

1. 研究背景と目的 

本研究は、県民所得が長期にわたり全国最下位にとどまる一方で、観光業の拡大が続いて

いる沖縄県に焦点を当て、今後どのようにすればより持続可能で自立的な経済構造へ移行

できるかを考察し、政策的提言を行うことを目的とする。 

沖縄では観光産業が県内総生産の大部分を占め、地域経済を支える主要な柱となってい

るが、その成長が必ずしも所得水準や雇用の安定につながっていない点が課題とされてい

る。この背景には、観光収益の域外流出や産業間連携の弱さなど、域内経済循環率の低さが

関係していると考えられる。本研究で沖縄を取り上げる理由は二点ある。第一に、沖縄は歴

史的・地理的・制度的に本土とは異なる発展過程をたどっており、戦後の基地経済や復帰後

の振興策、そして観光産業の急速な拡大など、複合的な経済構造の変化を経験してきた点で

分析価値が高い。第二に、近年は観光需要の質的変化や人口動態の変化、物価上昇など、経

済環境が大きく転換する局面にあり、成長の持続性と地域の自立性を改めて問い直す時期

にあると考えられる。 

これらの視点から、本研究では、沖縄の観光依存型経済をめぐる構造的課題を整理したう

えで、域内経済循環の強化を通じた持続可能な地域経済モデルの構築に向けた方向性を明

らかにする。 

２．先行研究と本研究の位置づけ 

 沖縄経済の課題および発展可能性を分析した先行研究は多岐にわたる。観光産業、運輸業、

製造業、農林水産業など、特定産業を対象とした研究は豊富に蓄積されてきたが、その多く

は産業別の個別分析にとどまっており、沖縄経済全体の構造的特徴や、複数産業が相互に連

関する中での持続可能な成長可能性を総合的に論じた研究は依然として限られている。 

 実際、沖縄経済の発展を阻害してきた要因は、観光依存、地域間格差、雇用構造の脆弱性、

基地依存、産業多角化の遅れなど、複合的で相互依存的な構造から成り立っている。したが

って、特定産業のみを分析するアプローチでは、沖縄経済の持続可能性を十分に説明し得な

い。こうした問題意識から、本研究は産業を横断する「経済構造」そのものを分析単位とし、

観光・物流・国際拠点・人材育成という複数領域を総合的に捉えることで、沖縄経済の構造

的課題と変革可能性を示すことを目的とする。 

  本研究の位置づけとしては「経済循環×制度×地域産業」を統合する新たな視角を提示す

ることである。これまでの先行研究を踏まえつつ、次の三点で独自の視点で分析する。 

①産業横断的アプローチ。従来研究は産業別分析が中心であったのに対し、本研究は観

光・物流・情報発信(東アジアの安全保障を高めるための国際機関の誘致や情報発信の拠点

づくり）・人材育成という複数産業の連関を捉えることで、沖縄経済の構造的課題を包括的

に検討する。②「地域内経済循環」と「制度設計」の統合視点。沖縄県（2019）が指摘した

C-3

48



2 

 

域内経済循環率と、岡田（2023）が提示した制度・管理・戦略の統合モデルを接続し、持続

可能性を“循環を高める制度の運用”として再定義する。③北部地域のフィールドワークを通

じた実証的示唆。共同売店の文化資源化、ジャングリア沖縄の地産地消モデル、物流拠点形

成の可能性など、現場観察を通じて得られた知見を基礎に、従来の理論枠組みに地域固有性

を接続する。 

 本研究は「持続可能性を理念ではなく構造としてとらえ、沖縄経済の再設計を試みる研究」

として位置づけられる。とりわけ、観光依存からの脱却ではなく、「観光×物流×情報発信

拠点×人材育成」の相互補完的成長モデルを提起する点に本研究の貢献がある。 

３. 沖縄経済の主要課題 

 先述したように観光産業が県内総生産の大部分（８３.８％、全国平均は７１.９％）を占

め地域経済を支える主要な柱となっているが、その成長が必ずしも所得水準の向上や雇用

の安定につながっていない点が課題とされている。この背景には、観光収益の域外流出や産

業間連携の弱さなど、域内経済循環率の低さが関係していると考えられる。このため、沖縄

経済を語る際の象徴的な用語として「３K 経済（米軍基地 ・観光・公共事業）」或いは「ザ

ル経済（企業利益の県外へ流出）」と良く使われるのは、こうした沖縄の経済社会の実態を

反映したものといえよう。加えて、物流や生産加工関連産業の基盤が脆弱であることも課題

として挙げられる。島嶼県である沖縄では物流コストが高く、一次産品・加工品の外部輸送

に課題が残る。地域産業をつなぐ中間加工・流通拠点の不足が、生産者所得や地元企業の競

争力向上の制約となっている。地理的条件を活かした物流ハブ機能の強化が、観光依存脱却

の鍵となる。さらに、若年層の県外流出、地元企業の人材不足が慢性化している。観光・物

流・情報発信など、成長分野で求められるスキルと教育内容が十分ではなく、今後は企業・

学校・地域が連携した持続的な人材育成プラットフォームの整備が必要であろう。 

４．沖縄の地域活性化に向けた提言 

（１）観光課題に対する提言 

①観光に過度に依存しない、多様な産業構造への転換を進める必要がある。その際、観光

以外の産業振興と連携した観光拡充策として、スポーツツーリズムや音楽フェスのなど「観

光×エンターテイメント」を推進することが有効である。②季節変動の平準化と地域交流の

強化。閑散期の需要喚起策を官民一体となって推進する必要がある。たとえば、FC 琉球の

イベントを観光閑散期に開催し、観光者の導線を作ることである。また、冬季・春先に大型

スポーツ大会（NAHA マラソン、ツール・ド・おきなわ等）や文化フェスティバルを定期

的に開催し、県外からの来訪者を誘致することが挙げられる。沖縄観光コンベンションビュ

ーローによる調査では、スポーツツーリズム客の 7 割以上が大会前後に他の観光活動も行

うとされており、地方を巡回させるコンテンツ作成が有効である。その他にも季節変動によ

る収益雇用の不安定さを解消する方法として「共同売店を通じた福祉×観光イベント」を提

言する。地元住民と観光客が交流できる催事（島野菜マルシェや芸能披露）を実施すること

で地域交流を活性化し、福祉的役割を担う共同売店への集客も期待できる。③内部循環率の
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低さ。ジャングリア沖縄のレストランが行なう、地元食材の利用を宿泊施設や観光施設に普

及させる。しかし、宿泊施設や観光施設は営業利益を確保するために安い沖縄県外の食材を

原材料として使用するインセンティブが働く傾向がある。そこで、行政としては、宿泊施設

や観光施設に対して「地元食材・地場産品利用協定」の締結を義務付ける補助金制度を設け

ることを提言する。また、飲食店や土産店では県産品販売を促進するため、既に精度化をさ

れている県認証の「沖縄おもてなしブランド」認定を拡充する。また、域内経済循環率向上

のためにも共同売店は大切な場となる。地域福祉だけでなく観光客にも開放するモデル事

業を展開し、旅行者向けの特産品販売コーナーや案内所機能を付加する。④オーバーツーリ

ズムの克服。観光需要と環境・地域生活のバランスを取るため、観光地マネジメントを強化

する。 

（２）物流ハブ課題に関する提言  

・物流産業を「成長産業」へ転換し、若年層の新たな雇用基盤を形成する。 

→高校・専門学校での物流キャリア教育の強化  

→若者が誇りを持てる“沖縄発グローバル物流人材”ブランドの構築  

・インターンシップ、空港実習、海外研修などをパッケージ化すると共に外国人材の技

能・文化多様性を活かした複言語物流チームの形成し、アジアと最も近い県である地理的優

位を最大限に活用し、物流ハブ化を推進する。 

・“日本全体の特産品をアジアへ運ぶゲートウェイ”にすべく、全国自治体との産品連携を

制度化と観光との連携：多文化テーマの産業ツーリズム化（例：貨物地区見学、EC 配送セ

ンター見学、物流×地域食ツアー）。また、地元企業向けの輸出支援プログラム（EC 越境販

売支援）、アジア市場を見据えた物流インキュベーション施設の整備、学生参加型の物流

DX・データ分析プロジェクトや、インターンシップなどを導入することは、県内企業が海

外展開しやすい環境づくりにつながると考えられる。 

（３）国際的な情報発信の拠点化に関する提言 

沖縄が有する地理的条件と文化的特性を踏まえつつ、国際物流・人的交流・文化交流を包

含した「広義のハブ機能」をマクロ視点から分析した。大阪・関西万博、済州フォーラム、

ポリネシア文化センターといった先行事例を参照し、物理的拠点としての結節点であると

同時に、情報・文化・価値を世界へ発信する“ソフト型ハブ”の重要性を確認した。これらの

事例は、単なる交流空間にとどまらず、国家戦略・地域ブランド・国際ネットワークの構築

に寄与する「情報発信拠点」として高度に機能している点に特徴がある。 

一方で、沖縄は豊かな歴史資源、独自の文化、アジア諸地域との接続可能性を有しながら

も、国際社会に対して自らの価値を体系的に発信する仕組みが十分に整備されているとは
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言い難い。観光主導型のプロモーションに偏りが

ちな現状では、沖縄の持つ多層的な魅力—歴史・

環境・科学技術・国際交流・人的多様性—が包括

的に伝わらず、国際的な情報発信拠点（東アジア

の安全保障を高めるための国際機関の誘致や情報

発信の拠点づくり）としての地位を確立するには

課題が残っているため、今後は沖縄だけに留まら

ず日本全体の課題として取り組む必要があろう。 

 （４）人材育成に関する提言 

上記のような観光・物流・情報発信の転換を実現するための基盤として、「教育・観光人

材育成・情報発信」の三要素が横断的に重要となる。本研究において沖縄現地で行われたイ

ンタビューでは、「観光を誇りに思っている人は多いが、観光業に就職したい人は少ない」

との指摘が印象的であった。これは観光産業が若年層にとって魅力ある職業選択肢として

認識されていない現状を如実に表している。これに対して、株式会社ジャパンエンターテイ

メントや株式会社刀といった先導的企業が、ジャングリア沖縄でのインターンシップ受入

を開始し、「観光業の最前線」に若者を呼び込む取り組みは、県内人材の流出傾向に一定の

歯止めをかける契機となりうる。さらに、物流分野においても、インターンシップや実習プ

ログラム、物流 DX プロジェクトへの若者の参画を制度化することで、“沖縄発グローバル

人材”の育成という新たな県民像を提示することができよう。 
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な
ど
に
よ
る
「
命
䛾
選
別
（
差
別
）
䛿
厳
格
に
禁
止
す
る
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
䛾
方

向
性
を
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

○
EU■

「
倫
理
提
言
」

●
交
通
弱
者
（
歩
行
者
等
）
と
自
動
車
䛾
間
䛾
不
平
等
を
是
正
す
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と
や
、
事

故
時
䛾
ジ
レ
ン
マ
状
況
（
誰
を
犠
牲
に
す
る
か
等
）
䛾
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
一
般
市
民
を
巻

き
込
ん
だ
議
論
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

学
ん
だ
こ
と

-
自
動
運
転
䛾
壁

(法
律
・
倫
理

)
●

法
律
比
較

○
イ
ギ
リ
ス

■
イ
ギ
リ
ス
倫
理
提
言

●
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
中
䛾
事
故
に
つ
い
て
䛿
「
メ
ー
カ
ー
（
製
㐀
者
）
が
責
任

を
負
う
」
と
し
、
人
間
䛾
ド
ラ
イ
バ
ー
䛿
責
任
を
負
わ
な
い
（
免
責
さ
れ
る
）
と
い
う
法
的

な
責
任
䛾
所
在
を
明
確
に
す
る
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す

 

■
日
本●

自
動
運
転
に
関
す
る
倫
理
的
検
討
及
び
法
的
課
題
検
討
中

学
ん
だ
こ
と
　
試
乗
し
て
わ
か
っ
た
こ
と

-
実
際
䛾
所
感

●
自

動
運

転
で
前

進
す
る
こ
と
䛾

技
術

に
対

し
て
䛾

驚
き

●
㏿

度
䛾

遅
さ

○
通

常
車

両
と
比

較
し
て
㏿

度
が

ゆ
っ
く
り
で
あ
る

●
手

動
介

入
䛾

必
要

性

○
「
全

自
動

化
䛾

実
現

に
䛿

時
間

を
要

す
る
と
感

じ
た
。

羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
に
で
、
自
動
運
転
バ
ス
に
試
乗

考
察

●
LiD

A
R
に
䛿

水
面

や
人

混
み

で
䛾

認
識

（
奥

に
い
る
人

物
䛾

推
定

な
ど
）
に

弱
点

が
あ
り
、
利

用
す
る
に
䛿

考
慮

す
べ

き
点

が
多

い
 。

○
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
的

技
術

検
討

が
よ
り
必

要
で
あ
る
。

●
倫

理
的

ジ
レ
ン
マ
（
事

故
時

䛾
判

断
）
を
ど
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
か

、
責

任
を

誰
に
取

ら
せ

る
か

と
い
う
議

論
䛿

、
日

本
に
お
い
て
避

け
て
通

れ
な
い
課

題
で
あ
る

○
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
䛾

人
が

議
論

す
べ

き
で
あ
る
。

考
察

●
倫

理
的

ジ
レ
ン
マ
（
事

故
時

䛾
判

断
）
を
ど
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
か

、
責

任
を

誰
に
取

ら
せ

る
か

と
い
う
議

論
䛿

、
日

本
に
お
い
て
避

け
て
通

れ
な
い
課

題
で
あ
る

○
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
䛾

人
が

議
論

す
べ

き
で
あ
る
。

考
察

●
自
分
が
で
き
る
こ
と

○
キ
ャ
リ
ア
䛾
中
で

■
そ
も
そ
も
自
動
運
転
が
必
要
か
否
か
を
デ
ー
タ
で
立
証
し
て
い
く

●
自
動
運
転
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
も
し
世
論
と
一
致
す
る
䛾
で
あ
れ
䜀
、
よ
り
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め

䛾
手
法
を
考
え
、
実
行
し
た
い
。

○
若
者
と
し
て

■
倫
理
的
ジ
レ
ン
マ
を
様
々
な
と
こ
ろ
で
議
論
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
で
考
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
デ
ー
タ
分
析

■
社
会
的
受
容
性
䛾
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
を
用
い
て
、
自
分
自
身
が
持
っ
て
い
る
知
識

を
使
用
し
、
結
果
で
還
元
し
て
い
き
た
い
。
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1

❶日本と韓国の農業の共通課題

日本と韓国は共に耕地面積が減少している

課題

原因予想

農業従事者の高齢化

②日本の農業課題

日本は1956年から現在にかけて、田畑の
耕地面積が減少傾向にある

資料1

資料2

③原因
農業従事者の高齢化

後継者不足

耕作放棄地の増加

工場用地や道路、宅地
への転用

農作物の価格低迷などによる
農家の経営意欲低下

減反政策

資料3

④韓国の農業課題

韓国は1965年以降耕地面積が減少してる

資料4

資料5

⑤原因
米の消費量の減少

農業従事者の高齢化

後継者不足

引退した農家の土地が遊休農地
として放置されている

太陽光発電による農地消失

国土の３１%のみが平野部のため
耕作面積が少ない

資料6

1 2

3 4

5 6
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2

⑥共通点と相違点

日本と韓国は共通して耕地面積が年々
減少し続けている

日本と韓国は共通点として農業従事者の高齢化、
後継者不足、宅地への転用などが挙げられる

日本と韓国の相違点は韓国の国土の平野部の割合、政策の違
いが挙げられる

出典

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kekka_gaiyou/sakumotu/menseki/r7/kouti.
html

資料2

資料1 https://www.cjc.or.jp/school/d/d-2-2.html

資料3 https://www.maff.go.jp/j/nousin/tikei/houkiti/attach/pdf/index-35.pdf

資料4 http://nationalatlas.ngii.go.kr/pages/page_2703.php

資料5 https://www.koreaherald.com/article/2006797

資料6 http://earthresources.sakura.ne.jp

産業環境管理協会

農林水産省ホームページ

農林水産省ホームページ

大韓民国国家地図集

コリアヘラルド

産業環境管理協会

7 8
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2025 年度第 17 回多摩大学アクティブ・ラーニング発表祭 

 

アンケートご協力のお願い 

 

本日はご来学いただきありがとうございました。 

ご多用のところ大変恐縮ですが、 

アンケートへのご協力をお願い致します。  

▼WEB アンケート回答フォーム 

 

 

https://forms.gle/oQ2KnersWqsMCQ1k9 
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聖蹟桜ヶ丘駅 発 永 山 駅　発

永 山 駅　行 聖蹟桜ヶ丘駅 行

25 10 15 25 35 40 50 7

0 25◎ 55◎ 0 5 40 8

25◎ 55◎ 10 40 9 30*

25◎ 55◎ 10 40 10 0* 30*

10 20 45 11 5 30 35 40 50*

0 15 15 30 35 12 0 15 20 45 45 55

5 15◎ 0 15 30 35 13 0 15 45*

10◎ 55◎ 25 14 5 0* 30*

10 15 35 0*

16 0 5 25 50 55 0 50

17 0* 30*

18 0* 40*

19

※　スクールバスは定員になり次第、発車します(定刻前に発車する場合があります)。

※　道路事情、運行状況等により、上記時刻は変更になる場合があります。

※　所要時間は、学校⇔永山駅　片道約10分、学校⇔聖蹟桜ヶ丘駅　片道約15分の予定です。ただし永山駅経由は片道約30分となります。

12月13日(土)：スクールバス臨時ダイヤ

中学・高校、大学　発

中学・高校、大学　行

　　◎印の付いた便は、永山駅経由学校行です。 　　*印のついた便は、永山駅経由聖蹟桜ヶ丘駅行です。
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多摩大学 教務課
〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1

TEL 042-337-7113
FAX 042-337-7100


